
ア．学修時間・学修実態  

 

ア－１ 学修時間 

 

１．自己学修時間の学年比較 

本学では、学生の学修への意欲や取組み状況を把握し、その結果を学修支援に役立てるため学修行動調

査を実施しています。調査の一項目として、授業以外の「自己学修時間（分）」についても調査を実施し

ています。 

学年別に集計した結果（令和元年 5 月調査）は以下のとおりです。 

 

1 年生～3 年生の学修行動調査における授業以外の 1 日あたり自己学修時間（分）を示しています（図 1）。 

 

 

 

 

2018 年度は 1 週間のうち 1 日あたりの平均学修時間を回答してもらいましたが、高く見積もられてい  

る可能性がありました。そこで、2019 年度は自己学修時間をより正確に算出するため、1 週間のうち最 

1 年生 n=92  

54.0±23.7 （平均±標準偏差） 

 

2 年生 n=88  

50.1±21.3 （平均±標準偏差） 

 

3 年生 n=99  

55.0±21.6 （平均±標準偏差） 

 

図 1 2019 年度 学年別 1 日あたり自己学修時間（分） 
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も長い学修時間と最も短い学修時間を回答してもらい、その平均を一日あたりの学修時間としました。す 

ると、2018 年度に比べ 2019 年度の方が 1 日あたりの学修時間は、1，2 年生において短く、3 年生では 

若干長い結果となりました。 2014 年に行われた全国調査に合わせて、1 週間あたりの時間数に換算し、 

カテゴリー化してその割合を比較しました（図 2）。1 週間あたりの時間数については、1 週間の平均学修 

日数を回答してもらい、1 日あたりの学修時間に 1 週間の学修日数を乗じて算出しました。 

全国調査における大学（昼間部）看護・保健専攻の「授業の予習復習時間」で最も多いのは 1～5 時間 

が 46.2％で、当大学全体（1～3 年生）も同様の結果（62.0％）でした。 

1 時間未満の学生は全国 10.9％に対し、当大学全体（1～3 年生）は 21.3％でした。また、全国では、 

学年が上がるにつれ学修時間が増加することが報告されていますが、当学においては相反する結果となり 

ました。自己学修時間の確保、特に高学年の学修態度の改善が望まれます。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        全国は、国立教育政策研究所「大学生の学習実態に関する調査研究」2014 年の結果による 

           ただし、全国調査はカテゴリーを選択する回答のため、階級の基準が完全に一致していない 

 

図 2 1 週間あたり自己学修時間 全国との比較 

 

2. 学生ピアサポートによる学修支援における学修時間の変化 

自己学修時間が全国に比べ短いという結果を受けて、当大学では能動的な学修活動の活性化に取り組ん  

でいます。学生のピアサポート機能を活用した学年横断型の学修支援活動「ともべん活動」を展開し、学 

年を超えた“共に勉強する”仲間づくりを基盤とし能動的学修態度の醸成を行っています。ともべん活動 

の参加者は 99 名（2019.9 月現在）となり、そのうち 4 名を抽出し、学修時間の変化をみました。2018 

年は 30 分～60 分/日（平均 42.5 分）でしたが、2019 年は 300～480 分/日（平均 360 分）と大幅に増加 

していました。ともべん活動を通して、学年を超えて相互に学び合うことで学修意欲が高まり、学修時間 

の増加に繋がっていると考えられます。今後も、この活動を活性化させ、全学的な学修時間の増加と「勉 

強が楽しい！」と思える学修コミュニティが広がることを期待します。 

 

ア－２ 留学率 

     平成 30 年度：該当なし（0％） 

      （平成 29 年度：該当なし（0％）） 

 

 



イ．授業評価アンケート結果 

   本学では、教育内容・教育方法の改善を目的に全科目について学生による授業評価アンケートを実施し 

ています。 

アンケートは 12 の質問項目から構成され、今回、科目の総合評価である「本講義に対する総合評価は 

どうでしたか」に対する集計結果（平成 30 年度調査）を公表します。 

 平成 29 年度の総合評価結果と比較し、平均値（平成 29 年度実績：4.126）、中央値（平成 29 年度実績： 

4.21）とも良い結果となりました。 

例年同様、各科目単位の結果は科目責任者に返却し、その結果を踏まえ「考察と課題」を科目責任者が 

提出することで、授業改善に繋げていきます。 

    

『本講義に対する総合評価はどうでしたか』に対する全科目（実習科目を除く）の集計結果（平成 30 年度） 

５．非常に優れている ４．よい ３．普通 ２．やや劣る １．よくない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．学修成果 

ウ－１ 学内試験結果：GPA 分布 

   本学では、学生の学習意欲を高めるとともに、厳格な成績評価と適切な学修指導に資することを目的に、

各授業科目の成績評価に対応してグレード・ポイント（「GP」）を付与して計算する１単位当たりの GP の

平均値（GPA）を採用しています。 

   本学では、通常の 5 段階評価（10 点区切り）に基づく計算でなく、より厳格な数値の算出が可能とな

るように 1 点単位での GPA を計算しています。 

    <GP＝（素点－55）÷10>  例：78 点の GP は（78－55）÷10＝2.3 

   以下に、平成 30 年度に各学年が履修した必修科目の GPA の分布状況を示します。 

   平成 29 年度の結果と比較すると、2 年生に関しては中央値が上昇しましたが、他学年については、 

  昨年度と同程度の結果となりました。（平成 29 年度中央値：学部 1 年 2.2、学部 2 年 2.0、学部 3 年 2.4 

  学部 4 年 2.6） 

なお、各学年により履修科目が異なるため、学年ごとの学力状況を比較するデータではありません。 

 

看護学部 1 年（平成 30 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

科目数 103  

平均 4.34 

標準偏差 0.33 

中央値 4.40 

範囲 3.21-4.06 

 

 

最大値 3.6 

四分位点 2.5 

中央値 2.2 

四分位点 1.9 

最小値 1.3 

 



看護学部 2 年（平成 30 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護学部 3 年（平成 30 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護学部 4 年（平成 30 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ－２ 到達度自己評価 

   看護学部 4 年生に対し、自身の４年間の学びを振り返り、到達目標への達成度を自己評価するアンケー 

トを実施しています。 

   平成 27 年度～平成 30 年度結果についてはグラフに示すとおりである。 

平成 30 年度については、従前のマークシート用紙に直接記入する回答方式より office365 の Web アン 

ケート機能を利用した回答方式へ変更し実施した。回答率は 70.2％で経年比較分の中では最も低い数 

値であった。 

平成 30 年度アンケート結果の特徴として、ディプロマポリシー11 項目全てにおいて「非常にあては 

まる」「かなり当てはまる」と回答した者が 6 割以上であり、特に、3 項目目「人間の心理・行動への 

関心」や、4 項目目「ロイ適応看護モデルの理解」は 8 割以上の者が「非常に・かなり当てはまる」と 

回答していた。11 項目の内 3 項目について「あまり当てはまらない」と回答した学生が 1、2 名いた 

が、過年度よりも非常に少ない数となっており、「非常に当てはまる」と回答した数が過年度よりも増 

えている項目が多い結果となっている。 

また、過年度は自由記載欄に殆どコメントは無かったが、平成 30 年度は約 4 割の学生が記載をして 

おり、カトリックの愛の精神に基づく教育から人として大切なことを学んだ、といった内容が多く見受 

けられた。 

 

最大値 3.5 

四分位点 2.9 

中央値 2.5 

四分位点 2.2 

最小値 1.3 

 

 

最大値 3.3 

四分位点 2.7 

中央値 2.4 

四分位点 2.2 

最小値 1.4 

 

 

最大値 3.6 

四分位点 3.0 

中央値 2.7 

四分位点 2.3 

最小値 1.5 

 



 





ウ－３ 資格取得等実績 

   本学看護学部は、看護師及び保健師（選択コース）の国家試験を受験します。 

   平成 30 年度卒業生の国家試験の結果は以下のとおりです。（助産師は助産学専攻として受験） 

    平成 29 年度卒業生結果と比較すると、助産師に関しては昨年度に引き続き 100％の合格を達成しま 

したが、保健師（平成 29 年度卒業生 100％）、看護師（平成 29 年度卒業生 99.1％）に関しては、前年 

度を下回る結果となりました。 

 看護師に関しては、全国平均合格率の低下の影響も考えられますが、引き続き、国家試験対策委員会 

等を中心とした学生支援を行い合格率向上に努めていきます。 

                                  

職 種 
全国合格率(%) 本    学 

（新卒のみ/全体） 出願者 受験者 合格者 不合格者 合格率(%) 

看護師 94.7／89.3 114 114 107 7 93.9  

保健師 88.1／81.8 18 18 16 2 88.9 

助産師 99.9／99.6 13 13 13 0 100.0 

 

 

ウ－４ 学位（看護学）取得状況 

     平成 30 年度学位授与者：114 名 

      （平成 29 年度学位授与者：109 名） 


